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歴史民俗資料館長 佐　藤　春　生

１　当課の主な業務は次のように定義されます。

・毛呂山町の歴史や民俗に関する資料を収集、整理、保存に関すること。また、収集、整理した資料
の調査・研究に関すること
・調査研究成果の展示業務に関すること
・埋蔵文化財の調査や指定文化財の管理等、文化財保護の全般的な事務事業に関すること

２　当課の業務は次の方々のために行われます。

資料の収集、整理・保存、調査・研究や展示業務、様々な講座は、郷土の歴史文化に関心を持ち、教
養を深め、自らの学習に活用する人のために。文化財保護の業務は、指定文化財の所有者・管理者及
び文化財に関心を持つ人のために。

３　当課の掲げる数値目標と、その根拠は次のとおりです。

文化財保護ボランティアの育成

文化財保護ボランティア活動回数

初期値（平成30年度） 15回

実績値（令和６年度） 82回

最終目標値（令和６年度） 115回

第五次毛呂山町総合振興計画後期基本計画

ガイドと文化財について学習会を企画し、学習成果を鎌倉街道ガイド等のボランティア
活動に生かせるよう取り組みます。

４　目標達成に向けた取り組みにより、次の効果が期待されます。

目標達成に向けた取組により、ボランティアの学習成果の発表機会の増加や、住民の視点を取り入れ
た文化財保護活動の活発化といった効果が得られると考えられます。

５　昨年度の取り組みの反省点及びこれまでの取組の評価は次のとおりでした。

鎌倉街道上道の国史跡指定以降、町民が学習会を経て、ガイドボランティアとして史跡のガイドツ
アーを行いました。また、史跡の景観美化活動なども回数を増やすことができました。町民と行政と
の協働による活動の機会が増えたことで、初期値を大幅に上回ることが出来ました。令和６年度実績
値は最終目標値を下回りましたが、鎌倉街道上道の美化活動に人知れず一人でも活動していた方が複
数人生まれ、真のボランタリズムが芽生えたとして評価できます。
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